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現代：急速なグローバル化とデジタル革新の同時進行
新たな社会課題の発生

① 社会課題の解決への貢献

・ 経済の不安定性、所得格差、人口の高齢化と医療費の

膨張、地球環境、国家間の分断や紛争など

・ デジタル革新に伴って新たに生じる社会・経済・法律

の問題

（自動運転による事故の責任、知的財産権、個人情報保護など）
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社会科学系大学・学部の現代的使命



② デジタル革新を活用する新たな社会科学の創造

＜一橋大学における研究例＞

・ビッグデータを解析し、中小企業の成長予測や

倒産確率を計算するAIの開発

・会計不正を勘定科目別に発見するAIの開発

・人間への洞察：人間の優れた点、AIの優れた点の比較

・新たな物価指数の開発：大規模なPOS

（Point of Sale）データを収集して解析、より正確な

物価指数を週次のリアルタイムで提供
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③ グローバル化とデジタル革新が進む次の時代にも

社会的役割を果たし活躍できる人材の育成

・人材の基幹となる力

・グローバル化に対応できる力

・デジタル革新を活用できる力

社会科学系大学・学部でも社会科学の視点

からAIやビッグデータを活用できる力の

養成が重要
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社会科学を基盤とするデータサイエンス領域の

研究・教育の強化構想の実例として、一橋大学

ソーシャル・データサイエンス学部・研究科新
設構想を紹介する
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ソーシャル・データサイエンス学部構想（１）

育成する人材：デジタル革新が進む時代に、データサイエンスを駆使

して社会システムを深く洞察し、新しい社会やビジネスをデザ

インし、実現する人材

成果の萌芽：既に、データサイエンス・AI・機械学習は、一橋大学で

も研究成果を生みつつある．

海外動向：OxfordやLSEでは既にSocial Data Scienceのプログラムが発足

胎動：データ・デザイン・プログラム

2019年度から学部横断のデータ・デザイン・プログラムの開発開始

データサイエンス、デザインとビジネスのインターフェース

芸術系大学・産総研・海外先進大学・企業と連携（実践、留学含む）
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ソーシャル・データサイエンス学部構想（３）

・社会課題の解決に向けたデータサイエンス・AIの応用面を起点とし、

その基盤的知識であるデータサイエンス・AI等を取り入れていく

・データサイエンス・AIと社会科学を結びつけるインターフェース部分

の教育を重視

・データの山から因果関係を読み解く社会科学の理論も重視

（経済学、経営学、会計学、政治学、社会学、心理学等）

・社会システム＝人々が相互作用するシステムのデザインへ

経済システム・社会システムの新たな設計

プラットフォーマー等のビジネス・モデル構築

7

社会科学系大学ならではのデータサイエンス学部を目指す





ソーシャル・データサイエンス学部構想（５）

東工大、滋賀大、産業技術総合研究所、統計数理研究所等と連携して

基礎と社会経済への応用のバランスよいカリキュラムを構築

学部間の垣根の低さを生かして、全学部の学生が履修可能に

東工大との連携（検討中）

・カリキュラム構築への協力

・両大学の学生の共修プログラム

・教員のリクルート（クロスアポイントメントを含む）

「AI入門」を2020年度から全学共通教育科目として提供開始
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